
 
 

 

１ 家庭防災員研修について 

今後発生が危惧される、大規模災害による被害を軽減するためには、「自助」とともに「共助」

の重要性がますます高まっています。 
 家庭防災員研修を通じて、自らの家庭を守るための知識や技術を身に付けていただくとともに、

共助の重要性についても理解を深めていただくことで、地域における防災活動の担い手として活躍

していただきたいと考えています。 
２ 研修内容 

 
 
 
 
 
 
３ 研修日程 

 
 
 
 

区分 内容 
防火研修 住宅防火対策（出火防止、消火方法）など 

救急研修 救命処置要領（AED を含めた心肺蘇生法）など 

地震研修 地震の知識や対応方法など 

風水害研修 風水害の知識や対応方法など 

災害図上訓練研修 参加者が地図に様々な情報を書き込み、防災対策を検討する訓練です。 

 研修区分 日時 会場 

１

回

目 

防火地震 
風水害研修 

令和６年 ６月２８日(金) 1０時 30 分～1２時 30 分 

横浜市民 

防災センター 
令和６年 ６月２８日(金) 1３時 30 分～1５時 30 分 

令和６年 ６月２９日(土) 1０時 30 分～1２時 30 分 

２

回

目 
救急研修 

令和６年 10 月４日(金) 09 時 30 分～12 時 00 分 
泉区役所 

４階 ABC 

会議室 

令和６年 10 月４日(金) 13 時 30 分～16 時 00 分 

令和６年 10 月５日(土) 0９時 30 分～12 時 00 分 

３

回

目 

DIG 

(災害図上訓練)

研修 

令和６年 12 月６日(金) 0９時３0 分～12 時 00 分 
泉区役所 

４階 ABC 

会議室 

令和６年 12 月６日(金)  13 時 00 分～16 時 00 分 

令和６年 12 月７日(土) 0９時３0 分～12 時 00 分 

※申し込みいただいた後に、泉消防署から各回の研修 1 ヶ月程度前に参加の御案内を送付いた

します。 

各研修区分について 1 回の受講とし、合計３回受講してください。研修区分が同じで日程が

違うものについては、内容が同じものとなります。 

救急研修 地震研修 防火研修 

  令和６年度 家庭防災員研修のご案内 



４ 受講対象者 

満 15 歳以上の泉区民 

 
５ 申し込み方法（個人からの応募による申し込みの場合） 

次のいずれかの方法で、５月 15 日（水）まで（必着）にお申し込みください。 

(1) 電話 

「家庭防災員研修申込の旨」、下記の必要事項を担当者にお伝えください。 

なお、お電話は平日の 8:45～17:00 の間にお願いします。 

(2) 郵送、ＦＡＸ、電子メール、消防署へ直接提出 

 ①氏名（フリガナ） ②郵便番号、住所 ③電話番号を記載のうえ、泉消防署 総務・予防課 

予防係 家庭防災員担当 宛に提出してください。 

※上記申し込み方法は「個人からの応募による申込」の方のみです。今まで通り自治会、町内会

等からの推薦による申し込みの方は、上記申し込みは必要ありません。 

 
６ 修了証 

 研修受講者には、研修修了証を交付します。 
 
７ その他 

 (1) 申込み多数の場合は、人数の調整をさせていただくことがありますので、あらかじめご了承

ください。 

(2) 横浜市民防災センターまでは、公共交通機関を御利用ください。 

(3) 気象警報等が発表された時や、感染症の流行状況によっては、研修を中止する場合がありま

す。不明な時は消防署へ御連絡ください。 

(4)  応募された方には、こちらから各研修の 1 ヶ月前程度に郵送でご案内します。 

(5)  御提出いただいた氏名、住所、電話番号等の個人情報は「横浜市個人情報の保護に関する条

例」の規定に従い適正に管理し、家庭防災員活動の連絡以外には使用いたしません。 

【問合せ、申込先】 

 泉消防署総務・予防課 予防係 家庭防災員担当 

 電話・FAX   ０４５（８０１）０１１９ 

e-mail：sy-izumi-yobo@city.yokohama.jp 


	１　家庭防災員研修について
	２　研修内容
	３　研修日程
	４　受講対象者
	５　申し込み方法（個人からの応募による申し込みの場合）
	６　修了証
	７　その他

